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研究の総括と現地観測 
 
現地温暖化効果ガスの観測と解析 
 
土壌からの温暖化効果ガス放出の観測と解析

⑥当初の研究目的（交付申請書に記載した研究目的を簡潔に記入してください。） 
 

 シベリア森林（タイガ）の二酸化吸収能力に与える火災や攪乱の影響を評価する。 

 従来までは北方森林の中心的位置を占めるシベリアタイガは、地球上の重要な炭素の吸収源と見なされ

てきた。しかし、最近の多発する森林火災によって、その吸収能力が低下している懸念が出てきた。そこ

で、シベリアタイガ地域での二酸化炭素収支の連続観測を行い、火災や攪乱によって二酸化炭素収支の変

動をモニタリングし、将来の温暖化への予測へのパラメターを提供する。 

 融解しつつある永久凍土から放出されるメタンガスフラックスを定量化する。   

 火災や攪乱で永久凍土表面での熱収支が乱れることで、大規模な永久凍土の融解が促進されている。シ

ベリア永久凍土の上部には過去に生成・貯留された高濃度のメタンガスが存在し、凍土の融解に伴ってそ

れが大気に放出され、温暖化を加速している。そこで東シベリア永久凍土地域でのメタンガスの存在量を

見積もり、現地での観測から大気へのフラックスを推定する。 

 シベリアタイガの二酸化炭素収支とそれに影響するパラメターの解析。 

土壌水分や温度などの条件でタイガの二酸化炭素収支が変化する度合いを定量化する。また攪乱による影

響を評価する。 
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⑦これまでの研究経過（研究の進捗状況について、必要に応じて図表等を用いながら、具体的に記入してください。） 
 

平成14年度観測サイトの選定と観測タワーの設置及び観測システムの構築 
東シベリアのタイガ地域で、森林火災や伐採によって二酸化炭素の収支がどのように変化するかを確認

するために、森林・攪乱地・火災跡地の3カ所で比較して観測するために観測タワーを設置した。 
 

    
  

森林内観測タワー 
高さ21ｍ 
 
 
 
 
 
攪乱地観測タワー 
高さ8ｍ 
 
 
 
人為的に森林を伐採

して裸地とした。 
 
 

      設置場所    
 この地点での観測は平成 14年度については 5月から 10月初旬まで、平成 15年度は 5月から 9月末ま
でであった。観測項目や要項は以下の通り。 
ルーチン観測項目 
二酸化炭素収支 オープンパス およびクローズドパス エネルギ－収支 放射収支その他 水収支

土壌内水収支 温度分布 土壌呼吸 永久凍土温度分布 
関連する支援機器    
自家発電装置 YAMAHA 1.2KW 12－24時間運転 
HONDA 600Ｗ 12－24時間運転 バッテリー充電器 合計 3台 
バッテリ－ 60AH相当 2×8個使用 
関連する観測 
 オープントップチャンバーによる土壌呼吸と地表面二酸化炭素収支の連続観測。 
 平成15年度5月より森林内、攪乱地、火災跡地の3カ所 
  
 
 
 
 
 
 
 
  
  
   火災跡地での地表面フラックス測定    オープントップチャンバーによる連続測定 
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⑧特記事項（これまでの研究において得られた、独創性・新規性を格段に発展させる結果あるいは可能性、新たな知見、学問的・学術的なインパク

ト等特記すべき事項があれば記入してください。） 
 

 森林攪乱による二酸化炭素収支の変動 

 

 

    

   

 

 

 

 

   カラマツ林 生態系二酸化炭素交換量      伐採地 生態系二酸化炭素交換量 
   
カラマツ林では6月－8月がCO2吸収期であり、全期間でもCO2を吸収していた。湿閏年と比較して乾燥年

は光合成、呼吸ともに小さかったが、全期間の収支の年々変動は小さかった。伐採1年後では全期間を通
じてCO2を放出し、全期間の放出量はカラマツ林の吸収量の約3倍であった。 

 
 CO2吸収から放出へ（土壌呼吸の増加） 

 オープントップチャンバーによる土壌呼吸の攪乱による変動結果 

 攪乱によって吸収から放出に変化したのは、むろん樹木の損失による光合成機能の低下によるが、一方

で地表面熱収支変動で、土壌温度が上昇しその結果として残存していた根茎の分解が増加し、結果として

地表面からのCO2の放出が増加した。これがタワーによる生態系CO2の収支変動に反映した。 
 凍土の融解促進 

 
 
 
 
 
 
 
 
攪乱地の最大融解深さはカラマツ林よりも大きくなった。地表面熱収支バランスの乱れで、表面アル

ベードの増加や直達日射量の増加で、融解が促進された。 
 融解する永久凍土からのメタンガス放出 
永久凍土表層部には高濃度に濃縮されたメタンガスが蓄積されており、これが融解に伴って大気に放出

されている。チャンバー法の測定では300mg／m2/dayに達することが判明した。 
 温暖化への正のフィードバック効果の評価 
森林攪乱による二酸化炭素吸収機能の低下、攪乱地からの二酸化炭素放出増加、永久凍土融解による

メタンガスの放出により、温暖化を加速する可能性を示した。 
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⑨研究成果の発表状況（この研究費による成果の発表に限り、学術誌等に発表した論文（発表予定のものを記入することも可能。）
の全著者名、論文名、学協会誌名、巻（号）、最初と最後のページ､発表年（西暦）、及び国際会議、学会等

における発表状況について記入してください。） 
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